
札幌市 保健福祉局／まちづくり政策局／建設局

第５次 札幌市バリアフリー基本構想
検討部会におけるフィールド・チェック



本日の議題

1. 生活関連経路について

2. 道路（生活関連経路）のバリアフリー整備について

3. 整備が難しい道路（生活関連経路）について

4. フィールド・チェックの内容について

5. 今後の予定について

1



１．生活関連経路について 2

 高齢者、障がい者等が利用する
旅客施設、官公庁施設、福祉施
設その他の施設として基本構想
の中に位置付けるもの

 旅客施設を含む生活関連施設相
互を連絡する経路

 約263kmが指定済
（国道 約32km、
道道・市道約231km）

 バリアフリー化に関する事業を
重点的、一体的に実施すること
を目指すために指定した地区

駅から半径500m

生活関連施設とは

生活関連経路とは

重点整備地区とは１

２

３

重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路とは



道路のバリアフリー整備の内容

有効幅員（植樹帯など障害物を除く、
実際に歩くことができる幅）を2.0ｍ以上（や
むを得ない場合は1.5ｍ以上）確保します。

①歩道の有効幅員確保
歩
道
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柱

植
樹
帯有効幅員

車
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有効幅員（上から見た図）

2m以上

車いすを使用する方、お年寄り、
その他の障がいをお持ちの方な
どが歩きやすくなるように、歩道
の勾配を緩やかにします。

②勾配緩和

横断歩道等、歩行者が通行する
ところでは、車道と縁石の段差を
2cmにします。

③車道横断部の段差解消

歩行中につまずいたり転んだりし
ないように、路面を平坦にします。
特に、ブロック舗装の場合は、ブ
ロックとブロックの隙間による段
差・がたつきを少なくするようにし
ます。

④舗装面の改良

注意する場所を示す点状ブロック、歩く方向を示す線状ブロッ
クを設置して、視覚に障がいをお持ちの方が安全に歩くことが
できる歩道をつくります。

⑤視覚障がい者誘導用ブロック（点字ブロック）

２．道路（生活関連経路）のバリアフリー整備について 3



点状ブロックとは

主に注意すべき位置や

誘導対象施設等の位置

を案内する場合に用いる

（警告または注意喚起）

視覚障がい者誘導用ブロック（点状ブロック）

２．道路（生活関連経路）のバリアフリー整備について 4



線状ブロックとは

主に誘導対象施設等の

移動方向を案内する場

合に用いる。突起の長

手方向が移動方向を示

す

視覚障がい者誘導用ブロック（線状ブロック）

２．道路（生活関連経路）のバリアフリー整備について 5



整備が難しい道路 ＝ バリアフリーの整備基準を満たすことができない道路

狭幅員道路同士の交差点において

一時停止規制のない非優先道路

３．整備が難しい道路（生活関連経路）について 6

歩道の有効幅員（実際に通行できる幅）

が確保できない狭幅員道路

有効幅員が１.５ｍ未満

（道路自体の幅が狭く、歩道の拡幅が困
難な箇所が存在）

CASE.1 CASE.2

※なお、より安心・安全に通行可能な代替経路がある場合は、その経路への振替えを検討

歩行者が横断する箇所に横断歩道や車両

の一時停止規制がない



４．フィールド・チェックの内容について 7



４．フィールド・チェックの内容について 8

№1 狭幅員道路に面した生活関連施設の出入口

【視察箇所】
八軒中央まちづくりセンター（八軒中央会館）前

【チェックポイント】
・生活関連施設へ誘導するためには、どのように点字ブロックを設置するのがよいか。
・生活関連施設前の縁石は、どのような形状がよいか。 など。

点字ブロックの設置例



４．フィールド・チェックの内容について 9

№2 狭幅員道路の通行

【視察箇所】
八軒中央まちづくりセンター（八軒中央会館） ～ 下手稲通

【チェックポイント】
・安全に通行するには、どのような整備が必要か。
・実際に、どの位置を通行するか。
・点字ブロックの設置が必要な箇所はあるか。
・片側（施設側）のみの整備でよいか、両側の整備が必要か。 など。

道路現況



４．フィールド・チェックの内容について 10

№3 広幅員道路から狭幅員道路への誘導

【視察箇所】
下手稲通歩道巻込み部分

【チェックポイント】
・広幅員道路（下手稲通）を横断するための点字ブロックと、狭幅員道路へ誘導するための
点字ブロックが混同しないか。どのような形状がよいか。

・排水施設や段差、電柱など。

点字ブロックの設置例



４．フィールド・チェックの内容について 11

№4 広幅員道路の整備（歩道部）

【視察箇所】
下手稲通

【チェックポイント】
・整備に当たって、特に配慮が必要な事柄はあるか。
・道路境界まで点字ブロックが迎えに来ている施設（はちけん地区センター）へ、
どのように点字ブロックを設置するのがよいか。

・バス停留所、植樹桝など。

道路現況



４．フィールド・チェックの内容について 12

№5 広幅員道路の整備（横断歩道部）

【視察箇所】
下手稲通

【チェックポイント】
・整備に当たって、特に配慮が必要な事柄はあるか。
・勾配、段差、信号現示など。

道路現況



４．フィールド・チェックの内容について 13

№6 非優先道路の横断

【視察箇所】
狭幅員道路同士の交差点（双方向に一時停止標識なし）

【チェックポイント】
・普段は、非優先道路をどのように通行するか。
・安全に通行するには、どのような整備が必要か。


